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第３回生駒市立病院管理運営協議会 会議録 

 

■ 日 時  平成２８年６月２３日（木）午後２時００分から午後１６時０５分  

■ 場 所  生駒市コミュニティセンター４０１会議室（生駒セイセイビル内） 

■ 出席者   

（１）会 員  小紫 雅史、井上 雅智、山上 正仁、成田 研二、野田 夏子、堀 隆、

藤澤 清二、藤堂 宏子 

（２）事務局 【生駒市】山本副市長、古川特命監、影林福祉健康部長、増田福祉健康部 

次長、石田病院事業推進課長、伊藤病院事業推進課係長、森下病院事業推 

進課副主事 

      【生駒市立病院】住友事務長、木下看護部長、漆間事務次長 

■ 欠席者   今村 正敏、前野 見依子 

■ 傍聴者数  ５名 

■ 会議の公開・非公開の別 公開 

■ 会議の内容 

１ 開会 

生駒市立病院管理運営協議会設置要綱第６条第３項の規定により、過半

数の会員の出席で会議が成立していることを確認。今村副会長、前野会員

の欠席を報告。報道機関からの申出により撮影許可。  

 

２ 会員紹介 

【事務局(市)】今回新たに会員にご就任いただきました皆様をご紹介させて頂きます。 

公募市民として、飯田会員の後任といたしまして、野田夏子会員でございます。 

【野田会員】 野田夏子と申します。よろしくお願いいたします。 

【事務局(市)】 次に、地元自治会を代表とする者として、原田会員の後任といたしまし

て、東生駒自治会長の堀隆会員でございます。 

【堀会員】 今年４月より東生駒自治会長を拝命いたしました、堀でございます。よろし

くお願いいたします。 

【事務局(市)】 また、事務局としまして、市関係職員と、病院関係職員が出席しており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 前回会議内容の確認 

【事務局(市)】 前回の会議では、報告案件としては、市立病院の運営状況として、開院

後の患者数や収支の推移、人員体制、地域医療連携の取組について報告させていただき、

協議案件として、「市立病院のＰＲのあり方」につきまして、市立病院及び市の今まで

の取組実績の報告後、ご意見、ご提案をいただきました。主なご意見内容としては、市
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民に対するＰＲとして、 

・院内のご意見箱のご意見に対しての改善点・プラス面を病院のホームページ等にアッ

プし、すぐに対応していることをアピールすること。 

・開院当初の医師不足というネガティブイメージの印象を変えるような情報発信として、

広報紙での写真つき病院医師紹介記事や禁煙外来やＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）外来

など市民の関心の高い専門外来の標榜等を実施する。 

次に、地域の医療機関への医療連携の中でのＰＲとして、 

・市立病院の登録医への何らかのメリットを提供する等の工夫。 

・紹介したくなる病院となってもらうことが大事であり、医療体制の充実に重きを置い

ていくこと。 

また、県外や市外に流れている患者を生駒市に取り込んでいく努力が必要であること

や市内には一次から三次の医療機関があり、いい医療環境なので、市立病院がその間を

取り持つような病院になればよい。などといったご意見をいただきました。 

なお、いただきましたご意見等につきましては、市と市立病院で協議させていただき、

可能なものから速やかに反映させていただいております。以上でございます。 

それでは、以後の進行は協議会設置要綱第６条の規定により、会長が議長となりますの

で、市長よろしくお願いいたします。 

【小紫会長】 それでは、改めまして、大変お忙しいところ、第３回目の病院運営協議会

にお集まりいただき、ありがとうございます。大変お忙しいお時間を割いていただいて

おりますので、議論すべき点しっかり議論しながらも、円滑に審議を進めていきたいと

思っております。ちょっと私の方から、冒頭に課長から説明があった中で、前回いただ

いたご意見について速やかにいろいろ反映していますという話がありましたけれども、

具体的にこういうところを反映しているというお話をもう少し丁寧にご説明いただいた

方がいいと思うんですが、少し紹介してください。 

【事務局(市)】 それでは、先ほどの件について補足させていただきます。前回ご意見を

いただいた内容で、できるだけ広報誌等で積極的にＰＲしていくということにつきまし

ては、既に広報誌やＳＮＳ、ツイッター等の媒体を活用し、この４月からは整形外科に

常勤の先生が来られましたので、医師紹介等を積極的に行わせていただいたり、広報誌

にはこれから載るところなんですけれども、形成外科の方でフットケア外来という専門

外来を開始するということがありますので、このＰＲをさせていただいているところで

あります。以上でございます。 

【小紫会長】 ありがとうございます。もし、前回いろいろといただいたご意見の進捗等

で何かございましたらご質問いただければと思います。 

【藤堂会員】 いまのご説明はそれで結構なんですけれども、次回の会議からで結構です

ので、そういう意見等が出た場合、こういうことで進捗してますということを文書で資

料として配布していただければと思いますので、よろしくお願いします。 
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【小紫会長】 ありがとうございます。藤堂会員のおっしゃる通りかと思います。前回の

ご意見のまとめと、こういう対応をしてますとか、ちょっと時間がかかってますとか、

可能であればプロジェクターとかでご説明していただければ、より分りやすかったかな

という気もしますので、そのあたりは私も含めて反省として、次回からそのような形で

報告したいと思います。ありがとうございます。 

  それでは会議を進めてまいります。新たに会員になっていただきました野田会員、堀

会員、本当によろしくお願いいたします。管理運営協議会は市民を代表する皆様から病

院、そして各診療所、医師会を代表する方、様々な方に入ってきていただいております

けれども、ある意味市立病院の運営を進めていくうえで、一番柱となる大切な協議会、

集まりだと認識しておりますので、忌憚ないご意見をいただければと思います。市民の

視点、自治会の視点、それ以外の視点からご意見をいただくことが我々大変ありがたい

ので、よろしくお願いいたします。 

今日の会議は、午後４時の終了を目途に進めたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 

４ 報告案件（３）平成２８年度運営状況について（４～５月分） 

【小紫会長】それでは、議事に従って進めてまいります。議事４の報告案件３つございま

すけれども、恐縮ですが、説明の都合上ちょっと順番を変えさせていただいて、（２）

の平成２８年度の事業計画書の話が５の協議案件につながるかと思いますので、（３）

（１）（２）の順番で、まずは（３）の平成２８年度の運営状況について、事務局から

説明をお願いします。 

【事務局(指定管理者)】 資料３－①、「患者数等の計画と実績（Ｈ２８．４～５）」を

ご覧ください。 

まず、外来患者数ですが、４月は延べ３，１４４名、一日平均１０４．８名。５月は

３，３５２名、一日平均１０８．１名。紹介患者数は、４月で１８６名、一日平均６．

２名、５月で１６１名、一日平均５．２名という推移です。入院患者数は、４月で一日

平均８５．３名、５月で一日平均７９．２名。こちらは４月の方が高いということにな

っております。続きまして、救急患者数です。市内、市外から救急搬送患者を受け入れ

ておりますけれども、４月で延べ１４０名、一日平均４．７名で、５月少し下げまして、

１２８名、一日平均４．１名でございます。手術件数、稼働可能病床数、駐車場利用台

数につきましては、資料でご確認いただけたらと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

次に、資料３－②「人員体制」でございます。医師数は、５月末時点で常勤２２名、

非常勤３４名、常勤換算で２５．９名でございます。看護師につきましては、５月末時

点で、助産師、保健師を含めて常勤換算で８９．７名が勤務しております。 

最後に、資料３－③「収支計画と実績」です。収入の合計が、１億３，９００万円と
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いったところで、最終的な経常利益のところはマイナス７４００万円。計画は１億円以

上マイナスを見込んでいたのが、７４００万円だったというのが４月の収支です。それ

と、提出できなかったんですが、５月は収入１億５０００万円で、最終のところはマイ

ナス５９００万円です。以上です。 

【小紫会長】 ありがとうございました。それでは資料３－①～③、４月５月の実績とい

うことでご報告ございましたが、何かご質問ございましたらお願いいたします。いかが

でしょうか。 

【事務局(指定管理者)】 すみません。ご意見箱とアンケートの方もいまご説明させてい

ただけたらと思います。よろしいでしょうか。 

【小紫会長】 前回のご意見でＰＲのところもあったと思いますので、それも含めて市立

病院の方からもよろしくお願いします。 

【事務局(指定管理者)】 資料３－④に平成２８年１月から４月までの間にいただいたご

意見箱の内容とその対応について書いております。具体的に、例えば地下１階２階の駐

車場の無料時間は３０分だったんですけれども、お見舞いに来られたりして、トータル

１時間かかるということがありますので、現在は１時間に変わっております。それから、

病棟階の方で、給湯器の設置やお茶を飲みたいというご意見があったんですけれども、

春には４階に１台、５階に２台入院患者様がお湯を使えるように設置しております。お

茶も飲めるようにしています。ご意見をいただいてすぐにできればいいんですが、ちょ

っとお時間をいただければということで今はお茶サーバーを入れています。 

その次に、アンケートの分の資料として付いていると思うんですけれども、第１４回

と書いているのは、徳洲会グループの中で１４回目で、当院としては初めてのアンケー

トです。アンケートの内容はグループで統一しておりますのでこういった標記になりま

す。決まった期間、グループ全体でアンケートをするということを行っております。繰

っていっていただくと、評価の中で、「当院今回」「当院前回」と「全体」とあります。

「全体」というのはグループ全体の分です。規模というのは４つに分けていまして、小

規模、中規模、大規模、超規模といって、生駒市立病院の場合２１０床で中規模に分類

されております。来られた患者様がアンケートに答えてくれて、外来、入院それぞれ、

「知人等に紹介したいと思いますか」という設問が出てくるんですが、今回のアンケー

トを取った時点では、「ぜひしたい」と「まあしたい」を合わせて８割ぐらいの方に答

えていただいています。注目しないといけないのは、「まったくしたくない」という方

が０．３％、たぶん１人だと思うんですが、そういう方もおられます。いいことに注目

するのではなく、少ない意見をいかにプラスに変えていくか、それから、どうしても接

遇等でお叱りを受けたり、診療内容でお叱りを受けたりするときは、よく「市立病院な

のに」とか「市立病院のくせに」というお言葉がついてお叱りを受けます。グループの

民間病院よりも患者様の意識としては、もう１ランクハードルが高いところに市立病院

の医療のイメージがあって、それとのギャップにお叱りを受けるという経験があって、
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職員一同それが目指すべき目標であるということで思っております。そういったことで

このアンケートを見ていただけたらと思います。１年に１回アンケートをしております

ので、次回また上がるところもあると思いますが、またこういった形でアンケートをさ

せていただけたらと思っております。以上です。 

【小紫会長】 資料３－①～③に加えまして、３－④～⑥についてご説明いただきました。

ご質問ございますでしょうか。いかがでしょうか。事務局として、このアンケートで生

駒市立病院としてちょっと気になったところとか、ここの数字が他と違っていて良かっ

たとか、逆に課題だとか、そういう部分があれば少しご説明いただければと思います。 

【事務局(市)】 まず、生駒市民の利用がほぼ８割強になっていまして、あと奈良市から

の患者さんが多いという状況になっております。また、「当院を選んだ理由」という設

問もあるんですが、まずはやはり「駅から近い」ということと「便利だ」という理由で

来られているというのが概略的な分析となっております。そして、このアンケートの見

方といたまして、まず外来部門につきまして、２３ページと２４ページをご覧ください。

そこには総合的な評価ということで、まとめた評価が書いてございます。左上の「評点」

という項目に全体の評価の点数が書いております。当院今回７９．３、前回は当然ござ

いませんが、同規模、全体と見ていただいたら、だいたいの状況が分かると思います。

市立病院は７９．３、これは他の全体よりも５ポイントほど上の数字になっております。

Ｑ８の設問を見ていただきますと、「知人等に当院を紹介や推薦したいと思いますか」

という質問に対して、「ぜひしたい」と「まあしたい」を合わせてほぼ７８％、７９％

の方がそう感じておられ、高い評価と私個人的にはそう感じております。また、２４ペ

ージにどの科目は良いか、普通か、あるいはあまり良くないかということで、内科から

脳神経外科まで書いております。ほぼ全体的に良い評価をいただいているという状況に

なっております。これが外来の患者様に対するアンケートの状況ということになってお

ります。同じく入院でございますけれども、３４ページ、これも総合評価ということで、

入院されている方の評価が非常に高いという状況になっております。市立病院について

は、評価が８５．３、これはグループ内の同規模または全体よりもほぼ１０ポイント高

い、良い評価をいただいております。Ｑ１１の「知人等に当院を紹介や推薦したいと思

いますか」という設問につきましても、約８７％の方から勧めたいという回答をいただ

いております。３５ページには科目別の評価が紹介されています。一番わかりやすいの

は、３６ページで、こちらには、医療のサービスの内容から施設等すべてに対して、市

民の満足度に対する評価が入っております。ちょっと気になるところが、８５点をボー

ダーラインとしますと、医師からの治療の説明、診療・態度、親切・思いやり、看護態

度、紹介や推薦という項目では８５点を超えておりますが、食事に関して、メニューの

選択性、売店等についてはもう少し整えてほしいということと、会計、総合受付につい

ては全体を通して少し点数が低くなっております。これは市立病院に限ったことではな

く、病院独特な部分かなと思っているんですが、あら捜しをするならば、会計と総合受
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付に時間がかかる、あるいは少し手間取っていると感じるというような辛口の意見がご

ざいました。全体的にみて、親切・丁寧をモットーに非常に頑張っていただいていると

思っております。私からは以上です。よろしくお願いいたします。 

【小紫会長】 詳細の補足説明ありがとうございました。いまの説明も含めまして、ご質

問ございますか。少し具合的なところまでご説明があったかと思いますけれども。 

ちょっと一点だけ、資料３－④のいろんなご意見をいただいて、それをきちんと丁寧

にお答えいただいていますけど、以前も市立病院の掲示板みたいなところに全部は無理

ですが、いくつか掲示しているという話がありましたけど、それをもうちょっと改善さ

れただとか、ウェブサイトでいちいちこれを全部載せるのは大変だと思いますが、この

中で質問が多いものについて、例えばよくある質問のようなもので追加するとか。その

あたりのいただいた意見の返し方を工夫することで市民に対する情報提供ができるとい

う意見が前回もありましたが、その点については、何か改善をされているか、もしくは

今後改善する予定はあるかということについて、少しいただければ。 

【事務局(指定管理者)】 前回もご意見いただいて、１階の薬局と総合受付のところに掲

示するようにしているんですが、おっしゃるようにすべてではありません。スペースの

問題もありますので、今後検討させていただけたらと思います。 

【小紫会長】 ありがとうございます。それでは他に無さそうですので、４の（３）の部

分につきましては以上とさせていただきたいと思います。 

 

４ 報告案件（１）平成２７年度事業報告書について 

【小紫会長】 それでは、引き続きで恐縮ですが、４の（１）に戻りまして、平成２７年

度の事業報告書、資料１になりますが、こちらの説明を引き続きお願いいたします。 

【事務局(指定管理者)】 平成２７年度の事業報告書について、ご説明させていただきま

す。まず、報告書１ページ、「診療科目」です。６月の開院のころは、１２診療科で始

まりましたけれども、１月から形成外科、救急科を追加させていただいて、現在の１４

診療科となっております。（２）の「診察日・診察時間」につきましては、７月からは

夕方に来られる患者様に対応できるように、広く全て診ましょうということで総合診療

科をスタートさせまして、現在に至っております。また、（３）の「病棟編成」につき

ましては、許可病床２１０床のスタートで、開院開設は２病棟からです。途中ＩＣＵと

１病棟開けて、現在は１５３床の開棟となっております。あと１病棟開けると２１０床

になるんですけれども、まだ至らない平成２７年度を送っております。 

  次に、「人員体制」につきましては、医師数は、開院当初の１８．３名からスタート

しましたが、３月末には２０．２名に増えました。看護師数は８０．２名からのスター

トですが、３月末には８９．６名ということです。途中の増減はありますが、特に看護

師さんは１２月のボーナスをもらってから退職される方が多いので、そのころちょっと

下げましたけれども、当初に比べると増加しております。医師数ですが、整形外科は、
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常勤の先生を抱えられないまま終わったんですが、４月に入って常勤の先生を迎えまし

た。 

３ページ目の、（６）「患者数等」につきましては、一日平均の外来患者数４１．４

名、入院患者数１６．５名というスタートだったんですが、ずっと右肩上がりで来まし

て、３月末では、外来平均１０２．９名、入院８０．５名ということで終わっておりま

す。途中の形成外科の診察があって増やしている、同じように当年に入ると整形外科が

増えております。手術件数も形成外科が多くなっています。 

 次に、４ページ目の「２ 取組状況の総括」といたしまして、（１）患者中心の市民

満足度の高い、質の高い医療の提供につきましては、先ほどのアンケートやご意見箱の

常設などを実施し、常に患者ニーズを把握できる体制整備を行うとともに、ＣＴ、ＭＲ

Ｉ等の医療機器をそろえ、患者の症状に合わせた治療を提供するということを進めてお

ります。また、（２）救急医療についても、一番力を入れてきたんですけれども、開院

して１０ヶ月のトータルとしては、全救急搬送件数３，４６５件のうち６６２件を市立

病院で受け入れており、それによって、市内受入れ率は、１０％増加していることを生

駒市から教えていただきました。また、休日夜間につきましては、市内輪番病院で受入

れできなかった患者様の６割ほどを市立病院で受入れているとのことですので、市内輪

番病院のバックアップ病院としてもご評価をいただいたのではないかなと思っておりま

す。また、（３）の地域医療機関との役割分担ですけれど、小児科の常勤医が１名とい

うことで回っておりました。また退職があったり、９月に新しい先生が来られたりとい

うことで、小児科があるわけですけれども、前年度においては医療を提供できるような

体制を構築できました。 

  ５ページ目の（４）災害時に機能を発揮できる病院機能の整備につきましては、市と

協議しながら、「市立病院災害対策マニュアル」を作って、準備してきました。今回の

熊本の震災においては、当院からも４名ほど向こうに約５日間行くことができて、実際

の震災を生の目で見てきましたので、これが生駒の地区にあればというようなことも蓄

積して今は準備できていると思いますし、各職員にとっても、いざ起こったらこう動こ

うという教訓になったかと思います。（５）地域の医療機関との連携につきましては、

協力医療機関連携施設への加入の働きかけで増えていったという１年でありましたし、

これをどんどん推進しながら、介護・福祉施設との密接な連携体制の構築を進めてまい

ります。（６）市民参加による病院運営の推進につきましては、今回の管理運営協議会

がまさにそれなんですけれども、いただいたご意見を形に変えていくということ。どん

どんものを言っていただければと思っております。（７）保健知識の啓発による予防医

療の推進につきましては、出前講座をはじめ医療講演会を行いました。これは継続して

させていただきたいと思います。 

６ページ目の、平成２７年度の収支実績については、当初の計画よりも、思ったほど

の入院患者数も外来患者数もなかったということがあります。今回の平成２８年度の計
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画では、１年経って、だいたいの数字が分かってきたと。本当は当初の計画ではアドバ

ンテージがあってもう少し患者様が来られるんじゃないかなということでの計画だった

と思います。そこで差が生じております。ただ、ずっと増えてますので、アンケートの

中にもあったような期待感の中で、赤字がかなり増えたというのは事実なんですけれど

も、それを踏まえてどうするかということで前に進んでいきたいと考えております。 

【小紫会長】 ご説明どうもありがとうございました。それでは、平成２７年度の事業報

告書の内容へのご質問でございますとか、何か委員の皆様からご質問等ありましたら、

よろしくお願いいたします。 

【山上会員】 大規模災害時の対応について、なかなかまだ病院の体制の状況も大変な中

で、マニュアルや市との協議書等はもうすでにあるんでしょうか。 

【事務局(市)】 大規模災害に関して、災害対応マニュアルについては、昨年夏から市立

病院と市で協議を始め、平成２８年３月３１日に策定しております。 

【山上会員】 もうできあがっているんですか。 

【事務局(市)】 策定はしております。ただ、このマニュアルどおりに運用していくとい

う作業を今年度、鋭意訓練等をやっていって、マニュアルに齟齬があれば見直していく

という作業をさせていただきたく思っております。 

【小紫会長】 オープンになっているんでしたっけ。どこかで見られるようになっている

んでしたっけ。 

【事務局(市)】 まだオープンにはしておりません。 

【小紫会長】 それは、具体的にどういうふうに運用するかとかを整理して、また修正な

りがあったうえで、最終的にオープンにするからいまはオープンにしていないという意

味なのか、それとも何かオープンにできない理由があるんでしょうか。 

【事務局(市)】 会長がおっしゃったとおりで、一応机上で協議をしながら作ってはおり

ますけれども、実際運用していく中で、訓練等を今年度することによって、その計画自

体に齟齬があったり、見直しをしないといけない部分があったりしましたら、今年度を

かけまして完成させていくというようなことを考えております。 

【小紫会長】 それをオープンにすることで、医師会の先生方にもいろいろと災害時のお

願いすることもございますし、そういった面での連携も出てくるかもしれませんので。

そのあたりも含めていろいろご検討いただければと思います。 

  他に何かございませんか。 

【藤堂会員】 すみません。地域の医療機関との連携ということで、ちょっと今後のこと

になるかもしれませんけれども、市の医師会への入会については、平成２７年度中は実

現していないということでしたけれども、今後についての見通しについて聞かせていた

だきたいのが１点と、患者の方からのご意見の中に、看護師さんがすごく忙しそうで、

笑顔がないとか、こちらから声をかけるのに気が引けるというご意見がありましたけど、

看護師さんの労働環境について過重になっているということはないでしょうか。 
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【小紫会長】 では２点、２点目からいきましょうか。 

【事務局(指定管理者)】 看護師の労働環境については、定員管理というものを行ってお

りまして、それに合わせた人員配置をしています。ただ、お子さんがいらっしゃったり

とか、そういう急なお休みがあって足りないことも多少はありますけれども、今のとこ

ろは基本的には足りていると思っています。笑顔が少ないことに関しましては、接遇教

育を強化していきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

【小紫会長】 ありがとうございます。アンケートの方にも、トータルで見ると比較的高

い評価ということなんでしょうけれども、この声の方を見るとちょこちょこそういう意

見もあったりするので。まあ全体としては一定高い評価だけれども、個別に言えばそう

いう点があるのかなというぐらいかと思いますけれども、よろしくお願いいたします。

では、１点目の部分は事務局から。 

【事務局(市)】 医師会への加入ということでございますけれども、やはり市立病院の体

制の中身、どういうふうな連携ができるかという内容をまずはっきりとさせたうえで、

加入という言葉が出てくるという考え方を持っております。そして、どういう形で連携

をしていけばお互いにメリットがあるかということを整理したうえで、次の段階へ入っ

ていけたらいいという考え方をしている状況でございます。逆にいけば、まだ１年しか

経ってございませんので、評価の話がまた会長から出ると思うんですけれども、そうい

ったことを踏まえながら何を連携していくかという筋がはっきりと見えたなかで連携、

または加入という手順が踏まれていくということでご理解をお願いしたいなと思ってお

ります。 

【小紫会長】 ありがとうございます。ちょっと今日は今村院長がいらっしゃらないので、

院長からお答えいただきたいところもあると思うんですけれども。私もいま事務局から

あったとおりに近いんですけれども、医師会からこういう点をもう少し明らかにしてほ

しいとあった点につきましては、一定整理をさせていただいているところがあると思う

んですが、まだそれがもう少し不十分だというようなご判断をいただいているのかと思

います。そのあたりを対応していくことで、医師会への入会を受け入れていただけるよ

うに努力をしていかなければいけないと思いますし、同時に医療とか、介護、福祉のネ

ットワークということで、医師会の皆様にも入っていただいたりするような、そういっ

た場も新たにできてきてはおります。少しずつですけれども、患者数が増えてきたりと

か、診療所の先生との連携なども課題はありながらも伸びているところもございますの

で、しっかりそういうところできちんと実績をあげていきながら、引き続き医師会との

話し合いを進めて、もちろん速やかに入るということになれば一番いいと思っておりま

すので、しっかりとやっていきたいと思っております。 

  よろしいでしょうか。それでは、４の（１）の平成２７年度の事業報告書については

以上とさせていただきます。 
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４ 報告案件（２）平成２８年度事業計画書について 

【小紫会長】 資料で言うと資料２でございますが、平成２８年度の管理運営に関する事

業計画書についてというところでございます。これにつきましては一通り中身を説明し

ていただいた上で、この事業計画書、もっと言えばその前の報告書も含めてなんですが、

具体的にこの管理運営協議会の中でこの事業報告書、計画書をどのような形で議論して

いただいたり、形にしていくプロセスをどうするかということで、少し５の協議案件の

方にもかかってまいります。したがって、まずは４の（２）のご説明を事務局からいた

だいた上でそのまま５の協議案件と少しからめて議論させていただきたいと思っており

ますので、ご承知おきいただければと思います。では、まず４の（２）の資料２の説明

を事務局からお願いいたします。 

【事務局(指定管理者)】 それでは、平成２８年度の事業計画についてご説明させていた

だきます。資料は２です。基本方針、それから診療科目については、大きく変わってい

ないというか、今回、救急科それから形成外科が１月にスタートして、その形態で進ん

でいこうということで考えております。診療日、診察時間も、今の夕方の診察もこれは

このままと考えております。棟の編成も先ほどありました１０：１看護基準で、いまの

病棟３病棟ですね、プラスＩＣＵということで開棟しております。 

次のページですけれども、人員体制で、医師数は、看護師数もそうですけれども、こ

の４月１日で採用もありましたので増えております。医師数も増えたり減ったりを繰り

返しているんですけれどもこの２０．３名で、もう少し減っているところと増える科も

あるんですけれども、ほぼこの数字です。今回新卒で採ったのは薬剤師さんと看護師さ

んで、残りの科においては既卒のスタッフで集めてきました。来年度に向けて、いま新

卒の学校訪問ですとか、新社会人にターゲットを絞った人員の確保を行っている最中で

す。 

続きまして、次のページ、（６）救急医療体制です。４月以降に整形外科の常勤の先

生が来られたといったことで、その救急に対して、今まで救急隊からの問い合わせです

ぐ答えられなかったものが、今現在では取れるようになっています。引き続き、脳神経

外科の確保を目指していきたいと思っております。（７）医療安全管理に対する取組は、

医療安全管理委員会や感染委員会を行ってきました。（８）地域医療の支援に対する取

組、これも開院当初と変わらずやっていきたいと思っております。（９）事業の開示で

す。この１年、生駒市さんを通じていろんな情報を開示してきました。当初これは出す

べきかどうなのかという戸惑いもあったんです。この 1 年を振り返りますと、ほぼ皆さ

んのカルテ以外は数字は出してきているように思います。（１０）災害時の医療につい

ては、先ほど山上先生からご質問があったように、この３月で計画はできたものの、じ

ゃあ病院の職員がさっと動けるかというと決してそんなことはなくて、やらなければな

らないことは一生懸命させていただきたいと思います。（１１）組織図は別紙参照で、

診療科目については前年と変わりはありません。その他の内容も同じです。 
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最後、収支の計画書で、これも別紙でつけているんですけれども、これも１年を通し

て我々経験ができたので、最初に比べるといかがなものかということになると思うんで

すけれども、１日平均の入院患者数は冬頃ですね、１１月１２月には、平均で１００名

を超えているようにしたいということで、外来であれば、１日平均１０５名の４月の計

画ですけれども、最終は１６０名といったところを目指してという計画になっています。

一人あたりの日当円といいますけれども、それもだいたい推移が見えてきたということ

で、このような計画を立てさせていただいております。以上です。 

【小紫会長】 どうもご説明ありがとうございました。平成２８年度の事業計画書のご説

明をいただいて、本来であればここで、内容について質疑応答ということになるんです

けれども、少し事務局の方からこの事業計画書の策定とか、先ほどご説明のあった事業

報告書を反映した形で事業計画書を作るというようなこととかですね。この管理運営協

議会でこの事業計画書、事業報告書をどのような形でご議論いただくのか等につきまし

て、みなさまにいろいろご意見をいただく必要があるのではないかということがござい

まして、それが実は５番目の協議案件というところになっております。関係する資料が、

先ほど追加でお配りしてます資料番号の無い資料、「事業報告に対する意見の反映につい

て」でございますので、少し平成２８年度の計画書の中身をご議論、ご質疑いただく前

に先にその説明をしていただいた方がおそらくスムーズに議論がいくかと思いますので、

事務局の方から５番目の協議案件について説明をいただけないかと思います。で、この

追加で配った資料、若干内容が難しいなと思うので、少しわかりやすく、時間は丁寧に

取っていただいても構いませんので、少し噛み砕いて、ご説明をいただければと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

５ 協議案件 

【事務局(市)】 すみません。では、いま会長からありましたようにちょっと噛み砕いてと

言いますか、ご案内させていただきます。本管理運営協議会のご意見をお聞きした中で、

そのご意見をどのような形で病院の運営に反映していったら良いのかなというところで

ございます。まず、意見反映の枠組みについてということで、大きく一番上に運営上の

課題ということで書いております。この（１）のところが、いま説明のありました、計

画書それから報告書になるんですけれども、①では何を言っているかと言いますと、こ

の資料の２を見て頂きたいんですけれども、これが指定管理者から市に提出される事業

計画書そのものでございます。どのような管理運営をしていこうかという具体の手引き

ですね、見ていただいて分かるものなんですけれども、日付としてですね、３月１６日

ということで、前年度の年度末に近い時期に出されるということになります。したがっ

て、今の管理運営協議会の開催のスケジュールでいくと、今回と同様に６月の開催にな

ってしまって、出来上がってしまった後に見ていただくということが一つございます。

それが一点目です。次に②のところですけれども、こちらは資料１－①を見ていただき
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たいんですけれども、これが１年間やった実績について、指定管理者から提出される事

業報告書でございます。ここは計画に基づいて、今年１年間こういうことをしました、

実績はこうでしたということをご報告いただくんですけれども、これも日付を見ますと、

５月の末日というようなことで、じゃあこの報告に基づいた結果を振り返って、次の計

画にいかに活かしていったらいいのかなというところの仕組みがいまのところうまく回

っていないということでございます。 

次に、（２）のところですけれども、こういった報告書をいただいたときに、市として

それがうまくいっているのかな、実績がどうなのかなという一定の評価をさせていただ

くことになるんですけれども、その時に、運営のところで、指定管理者で独自にアンケ

ートを取っておられるような患者様の接遇の部分とか、そういうソフト的なところは、

このアンケートを見れば市の方でも把握できるんですけれども、具体的な医療の内容と

かですね、計画に書かれているような内容を、いかに評価するのかというところで、市

としてこの医療の分野は初めてですので、そういうノウハウが不足しているという課題

がございます。 

次に（３）ですけれども、いまご案内しました計画書それから報告書そのものなんで

すけれども、この各年度で指定管理者の方からご提示いただく事業計画書、年度の事業

計画書というんですけれども、それのもとになっておりますのが、病院事業計画という

生駒市の条例で位置づけられた大きな計画でございます。その病院事業計画を実現する

ために、各年度どういう管理運営をしていくんだというところがこの事業計画書なんで

すけれども、①に書いておりますように、いま現在の計画そのものがですね、本来の大

きな事業計画に書いていることをそのままスライドした内容になっております。そうい

うことで、具体的に、やっていただいた実績の指標化がなかなかできていない、そうい

った項目があるということ、したがって指定管理者が医療に取り組んでいただいている

その取組内容の達成の情報が把握しにくいという課題がございます。つきましては、資

料の下に対応方針（案）として書いておりますけども、まず大きく一点目としまして一

般的に言われるＰＤＣＡサイクル、計画をして実行してそれを確認して改善をしていく、

より良いものにしていく、というものがあるんですけども、今回計画の部分を次の年度

計画に反映する仕組みをまず作るということで、次年度につなげる改善の機能をしっか

りしたい。次に、評価する指標として指定管理者から出された事業報告書を市がしっか

り評価できるような、ここでは実施状況調査ということでかっこ書きで書いてあります

けども、評価の取組が必要ではないかということでございます。（２）実施状況調査につ

きましては、先ほどの（２）の課題と同様に生駒市として病院に関する具体の医療に関

する知識・ノウハウが不足しておりますのでそれを補完していただくということで、医

療系の専門のコンサルタントさんに委託という形でお願いをしたいと考えております。

次に３点目です。年度事業計画の見直し、報告書の様式の定番化ということで、いま申

しました市が評価する仕組みにおいて計画と実績の比較がなかなか難しいんじゃないか
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ということで、お手元にお配りした資料１－①②の部分を見てまして、現実問題として

私ども感じてございますので、そういう場合には資料２の今年度の事業計画の方をもう

少し噛み砕いた形、実際の病院がいまやっていただいている取組を行動計画的にもう一

度作り直して改めさせていただいたらというのが①でございます。それだけではなく、

その形をつくることによって計画・実績が非常に比較しやすい様式を作ってしまって、

指定管理者が実績値を入れれば、すぐに報告になるという形で、事務負担を軽減させて

いただきたいということと、市の評価であるとか本協議会の委員の皆様の意見の反映が

しやすい環境を作っていきたいという方向を考えてございます。次、２枚目をお願いし

ます。 

【小紫会長】 一回この辺で切ったほうがいいですか。とりあえず最後まで聞かせていた

だいてよろしいですかね。２ページ目・３ページ目まで。 

【事務局(市)】 引き続きまして２ページ目をお願いいたします。いま申しました課題を踏

まえた方針をもとに今年はこういうことをしようかということで、いま考えていること

を案としてあげてございます。まず１点目に、平成２８年度の事業計画、資料２なんで

すけれども、こちらの方をいま申し上げたような方針に基づいて進めたい、関係機関と

書いておりますけども、こちらは本協議会と市議会の方でございます。そちらにご説明

を行った上で、前年度の事業報告書、資料１について、まず、評価が出来るかというこ

とを調査したいと思います。②ですけども、その結果計画と実績の評価がなかなか難し

いなというものもあると思いますので、その場合には平成２８年度の資料２の計画を行

動計画的なものにする見直しに着手したいと思います。次に、その取組につきましては、

平成２８年度上半期中の完了を目途に作業を進めたいと考えております。次に（２）で

すけれども、平成２８年度の事業計画の見直しが出来ましたと、行動計画化できました

ということになりますと、その行動計画に基づいて一度上半期の実績を指定管理者で実

際の取組を入れていただいて、それがチェックできるような形の計画の作り方になって

いるかを再検証させていただきたい。その上で、微調整が必要なものがあれば微調整さ

せていただきたいと思っております。それを取り急ぎ今年度になんとか間に合わせまし

て、新たな計画づくり、来年度の平成２９年度事業計画においては完全にうまくＰＤＣ

Ａの形で回るような計画書・報告書、管理運営協議会の方へのご報告の時期、そういっ

たものの整理をまず考えさせていただきたいと思っております。 

３ページ目、平成２９年度以降なんですけども、簡単な概念図で書いておるんですけ

ども一番左端に管理運営協議会がございまして、年間に１回２回３回とご報告をさせて

いただいています。私がご説明申し上げました内容の流れを書いておりまして、お手元

の資料の管理運営協議会の横のところに上から矢印がおりておりますけども、そちらは

前年度の事業計画に基づきずっと病院の方が管理運営を行ってきた、それに基づく事業

報告書が出てきましたら、新たな取組の実施状況調査を行って評価させていただく。も

う１つ図面の一番右端ですけれども、当該年度の事業報告書が出てきますので、その部
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分の中間期の実施状況の報告を合わせまして管理運営協議会にご報告させていただいて、

ご意見をいただきながら改善をしていくという流れを精査していきたいと思います。 

【小紫会長】 最後のところは話が変わりますので、１回切ってください。３ページ目の

一番下のところは後で説明してもらいます。この資料ですけど、私もだいぶ簡潔にして

欲しいなと言って、それでなおこのぐらい難しい資料になってますが。複雑化させるつ

もりはなんですけれども、いくつか、先ほどご説明いただきました平成２８年度の事業

計画書、また事務局で足りないところは補足してください。いくつか内容的なこともそ

うですし、策定にあたってのプロセスにも課題があるんじゃないかというのが担当課か

らもございました。それが、１ページ目にあります、大きく３つでございまして、基本

的に管理運営協議会は年に３回なんですけども、来年度の事業計画書、平成２８年度は

これでやりますと計画書が報告という形になってしまってまして、本来であれば、管理

運営協議会でご意見いただいた上でそれを反映して計画書ということにするのが望まし

いということだと思うんですけれども、なかなかそれがうまくできていなかったんじゃ

ないかということ。もう１点は事業計画書を策定するにあたっては、前年度のどういう

ことであったかという報告実績、そういうものを踏まえて課題を洗いなおして、次の年

の事業計画書に反映するということが望ましいやり方であると。ただ、これは非常に難

しくて収支の報告などがありますので、資料１は５月の末とかになってしまいます。完

全に前年度事業報告書がまとまったところからその次の事業計画書を作るというのは、

タイムラグ的に物理的に不可能でございますので、そのあたりをどうするかという工夫

はいるんですけども、一定前年度の実績をある程度反映した形で次の年の事業計画書を

作る必要があるんではないかというのが１ページの運営上の課題の（１）の部分でござ

います。２番目は、計画を作るにあたって報告書を踏まえて作る、踏まえてってところ

で我々市のほうでも色々見せていただく部分もございますが、医学的な部分とかなかな

か市役所の職員だけでは対応できない部分もございますし、そのような点につきまして

は、第三者的な外部の方の専門性も活用した上で実施状況調査というもので報告書の内

容をしっかり調査して、その結果を事業計画書に反映していくようなことが必要でない

かというのが（２）でございます。３点目（３）につきましては、先ほどご説明いただ

いたような事業計画書のスタイルというのも何か問題があるかと言えば必ずしも問題で

もないのですが、具体的に大元の病院事業計画というのがありますけども、それを達成

するためにどういうふうなことをやっていかないといけないのかとか、目標的なものと

かアクションプラン、そのためにどういうことを具体的にやっていくのかとかいうよう

なものが事業計画書の中に次の１年どうしていくかというのを整理していくというのが

本来事業計画であるべきだろうと思っておりまして、それをもう少し分かりやすい形で

しっかりとチェックして次の年のさらにその先に繋げていくような、病院事業計画の記

載事項が達成できるように内容を少し見直していく必要があるんじゃないかと。大きく

この３点が問題意識と大きな対応の方向性であります。２ページ目が入ってややこしく
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なったかもしれませんが、基本的にはそれを受けてどうするというのが３ページ目です。

先ほど申し上げたように平成２９年度の事業計画書というのも当然また作らななあきま

せんけども、それを作るにあたって、平成２８年度の事業報告というのもあって上半期

の実績が９月１０月でまとまってきますので、それを踏まえて平成２９年度の事業計画

を作り始める。管理運営協議会の３回目がだいたい２月から３月にかけてございますの

で、そこに平成２９年度事業計画というものを出させていただいて、色々ご意見いただ

いて平成２９年度の事業計画書というものを最後に固めていくというプロセスが必要だ

ろうということでございます。平成２８年度上半期とかの状況調査をしていくにあたっ

ても、市の方でやる部分もありますし、先ほど申し上げたように外部の方にお力を借り

てやるというプロセスが必要になってくるであろうと考えております。 

今年度はもう始まってしまっていますので、平成２９年度以降完全にどこまで出来る

かというのは若干あるのですが、なるべくそれに近い形で平成２８年度の事業計画も少

し見直していくようなことを考えていきたいというのがこの２ページ目の資料でござい

ます。基本的には同じで平成２８年度の資料１として説明がありました事業報告書につ

いて速やかにその内容を精査して、平成２８年度事業計画書が一旦このような形ででき

ていますけども、少し内容の再整理をさせていただきたいと思っております。重複する

部分があったと思いますけども、そのようなことを考えておりまして、趣旨は色々申し

上げましたけども、やはりこの管理運営協議会で皆様のご意見・市民の立場・自治会の

立場・病院・医療関係の皆様のご専門の立場からご意見をいただいてそれをしっかり事

業計画等に反映していきたい。前年度の事業報告の評価・分析の部分にも力を貸してい

ただくというのももちろん、この管理運営協議会の趣旨でございますので、運営にあた

ってのお力をいただく協議会でございますので、そういうふうなことをしていくための

考え方の整理をさせていただく、もっと早く去年の２月ぐらいにできたら良かったのか

もしれませんが、少し見直しをさせていただきたい、改善させていただきたいという趣

旨でございます。あと、事務局からの補足とか会員の皆様からのご質問いただければ幸

いでございます。今日の一番大きなポイントかと思いますので、時間あと３０分程しか

ございませんがご意見いただければ大変ありがたいです。いかがでしょうか。補足説明

あれば。 

【事務局(市)】 ちょっとわかりにくい資料で非常に申し訳ございません。ちょっと補足と

いうことで、平成２８年度の事業計画書を見ていただきたいと思います。例えば３ペー

ジ（６）救急医療体制ということで「市内受入率の向上に貢献する」という表示が載っ

ております。つまり貢献とは何をするのかと、また次の②ですけれども、「連携連絡を緊

密にし」、緊密とはどうするのか、見ていただいたら気がつくと思うんですけど、「協議

を進める」・「支援する」・「協議を進めます」・「整備する」・「徹底します」・「評価する」・

「充実する」・「実施範囲を拡充する」・「連携を強化する」・「協議し検討を始めます」。こ

ういう言葉に対して報告をいただくと、「支援しました」あるいは「充実しました」と横
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滑りのような形になる。ここで具体的に話を進めていこうとしても中身が分からないん

ですね。同じことが平成２７年度の事業報告書にも言えます。先ほど藤堂会員からご指

摘もあったように、報告書については「市民アンケートをしました」「反映しました」と

なっているんですね。どういうものを、どういう形で反映したのか。あるいは「市民の

意見をすぐに取り入れた」となっているんですけども、もう少しきちんと押さえていか

なければ、なかなかいろいろな意見等を出しにくい、もらいにくいということもござい

ます。そういったことで、この場はいろいろなご意見等を賜りまして、それをうまく事

業運営に反映させていく、分かりやすい計画書を作ってしまおうというのがまず一つ目

です。分かりやすい計画書、分かりやすい事業報告書ができたならばそれに基づいて具

体的なご意見等をいただいて、その意見を反映でき、ひとつのスキームができますので、

うまく調整もとっていくというのがこちらの思いです。簡単に申しましたけれども、こ

ういうイメージということでよろしくお願いしたいと思います。 

【小紫会長】 会員の方、何かございますか。 

【野田会員】 市民の目線からになりますけどよろしいでしょうか。私の友達はこの市立

病院で働いてる方がいらっしゃって、当初はなかなか患者さんがいらっしゃらないとい

うことからすごく宣伝していらっしゃったんです。いい所をたくさん色んな地域の方に

ご説明されて、私もインフルエンザの予防接種に初めて行かせていただきました。そう

やって働かれている方の努力とかをいつも目の辺りにしていたんですけど、先日、小学

生のお子さんが、ボールで頭を打って吐いていらっしゃるということで、救急車が近所

に来たんですけども、結局奈良では受け入れ先がなくて、大阪の病院へ回されたんです

ね。脳神経外科の先生がたまたま不在だったみたいですけども、たくさんの勤めている

方が誇りに思って働かれているところが非常にインパクトあるなと思うんですけど、「救

急は断らない」と謳っているにもかかわらず、大阪の病院に回されてしまったというこ

とで、その方から出る言葉は、「生駒が不安に感じた。環境はいいけど、すごくのんびり

感を感じた」と言うことをおっしゃっていて、その辺のギャップが今回聞いて、「救急は

断らないという姿勢の元」というのがすごくインパクトがあっていい面だなと思うし、

断らないということは１００％というイメージがあるんですけれども、それが満たされ

なかった時のショック感は大きいです。病院もできてまだ間もないので「姿勢の元」と

いうとできてしまっているように思ってしまうんですけども、何か「断らない姿勢を体

制を整え」みたいな表現の方がみんなでやっていくというような生駒市民の皆さんとも

近い距離の病院に感じるのかなとちょっと思ったので。一市民の意見なんですけども話

させていただきました。以上です。 

【小紫会長】 ありがとうございます。事業計画書とかこの辺りをどういう手順でやって

いくのかという議論をさせていただきたいと思うんですけども、せっかく大切なご意見

をいただきましたので少しこのところについては一回回答いただいて、先ほどの資料の

プロセスとか手順とかそういう話をさせていただければと思いますけど。野田会員のご
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質問に関してコメントすることございますでしょうか。 

【事務局(指定管理者)】 いま救急車の話が出て、大阪の方に運ばれたというのは私も聞

く話です。当初、救急を断らないという気持ちで取ろうとしているところで。色んな意

見あるんですよ。以前生駒市さんから、うちに来たけど違う病院に移った件数を出しな

さいよと言われたんですよ。その裏にあるのは、市立病院は何でもかんでも救急を取る

だけ取って、治療できないからよそへ送ったんでしょ、というふうな事で僕は聞こえま

した。実際そうかどうかは分からないですよ。そういったこともあったりする。頭の病

気であれば、脳外の先生は当院に常勤でいませんから、常勤のいる病院へすぐに行かれ

た方が早いじゃないですか、手術するにせよ。じゃあ、大阪に行くまでにないのかとい

うとその日によったり、その時間によったり曜日によってもいまだにあるわけですよね、

グループであれば野崎や奈良の市立病院さんであったり、生駒市内でも同系の先生がお

られるとこに送ることもあれば、当院から送る場合でも大阪の方に送る場合もあったり

します。なんとか気持ちの中では救急をお受けしたいというのがありながら、実際はそ

ういうことになっていないのが現実です。ましてやお子さんをお持ちのお母さんとかは、

せっかく病院ができたのにという思いはよく聞きます。必ず当院では看護師も医師も救

急隊の方もよく心得ておられて、どんな症状なのかどうなのだろうかとかを色々合わせ

て判断しています。ここまで来ればＣＴの機械も２４時間年中無休でいつでも撮れる体

制があるとか、ＭＲが撮れる体制があるとか、診断がつくように出来るだけするのは日々

あるんですよ。生駒市以外の五條の方からも問い合わせがあるわけですよね。奈良県下

といった意味では。そんなところから当院まで来るのに２時間以上かかるのであれば他

にあるんじゃないかなみたいな話もあったりします。救急の医療は出来るだけ取りたい

という思いがこの言葉になっていますと偉そうなことは全く言えない訳ですが。ちょっ

と前進したとすれば整形外科においては同じようなことが起こっていたんですよ、明ら

かに骨折しておられるのは分かるわけで、うちに来ても手術できませんよと言えるんで

すけど、そうじゃない部分は疑いでも取れなかった事がたくさんあったんですけど、今

は常勤の先生が来られて、同じように地域との連携を図りながらですけども、そういっ

たことでそちらに行かれたほうがいい、それがたまたま大阪だった事は中にはあります

けども、市民の中で完結できればという思いがあるのはよく分かります。転送率を出し

てくれよって言われたのは逆転するとは思うんですけども、市民の方からの意見として

はそういうことがあることはしっかりと院長に伝えたいと思います。ありがとうござい

ます。 

【小紫会長】 市内の時間帯にもよりますけど、市内の救急搬送９割以上受け入れていた

だいているんじゃないですかね。そういう意味では全て１００％ってことではないです

けれども、いまご説明があったように常勤の先生がいらっしゃらない、非常勤で対応し

ているような診療科目において夜中とか休日とかの対応が出来なくて、他の病院に行っ

ていただかざるをえなかったりとか、あとは転送という話がありましたけど、最終的に
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最後まで処置ができない場合でも一旦受け入れて最低限の処置をしていただいてから、

次の最終的に処置できるところに送っていただくようなほうが望ましい場合もあるわけ

でございまして、そういう意味で今の人員体制でやっていただける救急は積極的にやっ

ていただいているというのが私の評価なんですけども、そういう意味では体制が整って

いなくて救急は１００％断らないと言うところまではまだ実現していないし、９０％は

超えているということではあるのかなと思っております。引き続ききちんとやって進め

ていきたいということかと思いますが。ご意見いただきましたが、先ほど資料説明した

部分の、病院全般に関するご質問はまたございましたら受けたいと思いますので、特に

先ほどの事業計画書の作り方の中身とかプロセスですね、それを作るにあたっての報告

書の検証とかその辺りについて野田会員も含めて他の会員の皆様からも何かございませ

んでしょうか。 

【藤堂会員】 考え方としては、このＰＤＣＡサイクルでご提案いただいたのは非常に良

いと思うんですが、具体的にどういう形で出てくるのかイメージできないところはある

のですが、私たち会員は、医療の専門家、病院経営の専門家、先生はいらっしゃいます

けど私どもはそうではないですので、外部のコンサル等にお願いされるのでしたら、問

題点であるとかを整理していただいた上で、事業計画の中で、生駒市の病院事業計画と

リンクはしているんでしょうけども、重点的に取り組む内容を一律に全て書き並べてい

ただいてはいますけれども事業計画の中ですぐに実現しなければいけないこととかがあ

るんだろうと思います。それをもうちょっと明確にしていただいて、それが、事業報告

の中でそれが実際に達成できたのか、数値化できるものばかりとは限らないとは思いま

すけれども、ある程度可視化というものについては、検証しやすいような資料としてご

提示いただければありがたいと思います。 

【小紫会長】 貴重なご意見ありがとうございます。全くその通りだと思います。そもそ

もとして、いま方針を申し上げましたけど、平成２８年度の事業計画書をどういった形

で少し見直していくのか、見直したものを見ていただかないとイメージがわかない部分

もあると思いますので、それはきちんとご提示はしたいなと思っておりますし、管理運

営協議会でそれに対してご意見をいただくことになります。かなり医学的な専門的な項

目もあるかと思いますし、その辺りにつきましてもなるべく全ての会員の皆様にご審議

をいただく形での資料とかそういうものは整理をしたいと思っておりますけど、それ以

外の市民の立場から各地域の皆様の立場からこの計画書の中身を少し反映していかなき

ゃいけないとか、そういうご意見をいただける項目もあるかと思いますので、その点は

協議会、医師の先生方から地元の方いろいろいらっしゃいますので、それぞれのご意見

をいただくという形でそれを反映した計画になっていくと思いますけども、それを提示

させていただいてご意見をいただけるような設定にしていきたいと思います。いま頂い

たご意見を元に整理して、また、ご意見を伺いたいと思います。 

【井上会員】 私も藤堂会員と全く同じ考えで、評価するのにＰＤＣАを導入するのは非
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常に良いことだと思います。第三者のコンサルトに委託することも考えるというのも非

常にいい案だと思います。生駒市立病院の平成２７年度の事業報告と平成２８年度の事

業計画、見比べてみると同じで方針がほぼ変わっていなくて、どこをどう改善するとい

う意見がないように思うので、後半なら後半でテーマを一つでも決めて、それを推進し

ていくことによって改善されるんじゃないかなと思いますので、その辺のところコンサ

ルトが入ったら一発で指摘してくれると思いますので非常に良いことだと思ってます。 

【小紫会長】 ありがとうございます。そのような形でしっかりやっていきたいと思いま

すので。 

【成田会員】 生駒市全体の医療計画というか、市立病院を含めて全体の医療をどうやっ

ていくのかという計画はあるのでしょうか。 

【事務局(市)】 医療の計画というのはないんですけれども、生駒市総合計画の中に医療に

かかる部分の取組みについて、目標とか具体に市はこういう形で取組むとか、市民の方

にはこういう取組みをという部分の整理はございます。 

【成田会員】 生駒市の全体の医療の中で、生駒市立病院がやるべき部分とその他の病院

さんがやる部分があって。例えば機械が生駒市どこかの病院に入っていたらいいねとか

いう話があったときに、それは市立病院でなくてもいいわけで、近大病院さんだろうが

他の病院さんどこでもいいので、全体として生駒市の中でも一つぐらいはいるよねとい

う話になった時に市が補助してでもどこかに入れていこうとか、全体で今後、往診する

ような体制を非常に強化していかないといけないとしたら、生駒市全体として補助して

いきましょうとか、そういう全体の計画というものはあるんでしょうか。 

【小紫会長】 総合計画とか生駒市の中の話じゃなくて、他の病院との関係性でのご質問

だと思うんですよね。その一つの仕組みとしてはさっき申し上げたんですけど、医療・

介護福祉のネットワークという形になっていますけれども、市内の医師会も入っていた

だいて、介護福祉施設も入っていただいているんですけども、このような大きな枠組み

の中で色んな具体的なテーマ認知症予防でありますとか、医療と福祉の連携みたいな話

とかテーマはあるんですけど、そういうような枠組みの中で、病病連携・病診連携みた

いな議論をしていく余地が出てくるかもしれません。生駒の市立病院も含めて近大さん

他の病院・他の診療所も全部含めて、連携という意味でご質問いただいていると思いま

す。連携をしっかりとっていくというのは当然のことだと思っておりますし、いま申し

上げたようなネットワークの場も一つになると思いますし、そこで議論がまとまってき

たときに具体的な個々の連携みたいなものが出てきて。生駒の市立病院でこういうこと

をやって、他の病院でこういうことをやってというような網羅的に整理した計画したも

のをすぐに作る予定はないですけども、究極はそういうような連携はどのようにしてい

くかということは色んな場を通じて議論されて市内での連携をすることで市民の利便性

というか満足度が上がるような工夫・余地はあると思いますので、考え方としては我々

も持っておりますけどもそれが計画という形になるか分かりませんが、そういう場は出
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来つつありますので、そういう方向に行くのは成田会員がおっしゃる通りだと思います。

それを具体的に詰めていくのがこれからの課題だと私は思っております。事務局から何

か補足あれば追加していただいてよろしいでしょうか。 

【事務局(市)】 いま会長が申された仕組みづくりを進めてございます。この前、医療介護

ネットワーク協議会が開催されました。これはまだ第１回目でございます。ネットワー

ク協議会の中に部会を作っていこうという事で案も固まってございます。一つの案は、

ご指摘がございましたように、医療と介護の連携ということでそういった部会を作って

いくと、その考え方は、医療の世界の中で介護といかにうまくマッチングさせながら、

いかに地域の医療体制のネットワークを結んでいくかという考え方がひとつ柱としてご

ざいます。その柱に基づきまして、どういった連携が組みやすいか、まずは現状調査を

やってみようという事で、現状を取りまとめていきながら課題を見つけて、その課題に

対する解決策、ネットワークという手順で進める第一歩を踏んだというのが平成２８年

度の状況でございます。 

【小紫会長】 ありがとうございました。 

【成田会員】 アンケートとか報告書ベースじゃない実際の技術面とか管理面の監査をす

るような考え方は市とか病院とかにはあるんでしょうか。 

【小紫会長】 それが、先ほどの実施状況調査というところで、どこまでやるかという所

の具体的な部分はこれから細かく精査していくところだと思うんですけれども。先ほど

の医療系コンサルタントという話なんかもありましたけれども、そのあたりに入ってい

ただいて実施状況調査をやっていただくにあたって、ご指摘のあった技術面・管理面と

いうところで、どこまで具体的にやっていただくかという詳細はこれからなんですが、

その辺りもしっかりやっていただくことにはなっていくと思いますが、その辺りは事務

局の方で詰めていっていただくようなことにはなるかと思いますし、その結果というの

は調査に基づいて報告書とか計画書の案が出てくると思いますので、その中でさせてい

ただくことになるかと思います。 

【藤堂会員】 事業計画、いまお話に出たような内容はすごく重要な点ではありますけれ

ども、もう一点病院の収支について、赤字の状態で永遠に続くのは非常に好ましくない

ということなので、当初の平成２７年度は患者さんの増加とか入院患者・外来患者の想

定が現実が乖離していたということがあるということで、平成２８事業計画については

現実に即したような計画になっていますけれども、この点についても現実に即した、言

い方は悪いですけれども１００％達成できるような数字を並べるのが果たしていいのか

どうかという考え方もあるかもしれませんし、今後もう少し当初の見通しほどは行かな

くても、それに近づけていくためにはどのようにしていったらいいのかというのは現実

面として必要になってくるのかと思いますので、その点について何かお考えがおありな

のかお聞かせいただきたいと思います。 

【小紫会長】 大変鋭い質問でございますし、どういう部分を計画目標に取っていくかと
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いうとても難しい議論だと思います。先ほど少しありましたけども、全体の病院事業計

画というのもございますので、そういうものも当然意識していかなければいけませんし、

実態をどう見ていくのか、ある程度事業報告書の実態を見た上でどういう計画を作るの

かというプロセスがあるわけなので、その辺りの関係をどうするかとか、今、藤堂会員

がおっしゃった部分については若干議論が始まっているが、なかなか難しいところだと

いう認識で、今ちょっと歯切れが悪いですけど、どうするかというのは大きな課題のポ

イントの一つになると思っております。今のご意見を踏まえてどのような形で計画の中

に整理していくのかというのをもう少しお時間をいただければと思いますけども。事務

局から補足ありますか。 

【事務局(市)】 もっともな議論になるんですけど、当初の一番大きな計画では、２５人と

いうような医者の配置になってございます。出発は１８．３人ですけども、平成２８年

５月には常勤換算２５．９人で、ある程度の充足した状態になってございます。事業計

画はあってないんです。事業計画では医者の数というのは２５人なんです。２５人を目

指してものを見ていくんですよね。２５人を切ったものの考え方で、逆に言うのである

ならばおかしい数字を使っていると思われても仕方ないんです。同じようなことが事業

収支にも言えます。まだ１年しか経っていないので、収支計画までひっくるめて全体ま

で見直すような時期というのは、３年をベースに考えてございます。当初の収支計画が

このままでいいのか、あるいは向こう１０年間の収支計画がこれでいいのかということ

は開院３年後に改めて議論するということでございます。今はある程度、収入をみるこ

とができて初めて見直すことができるという考えを持ってございますので。ちょっとこ

の１年ですぐということは考えておりません。 

【事務局(指定管理者)】 去年１年もどれだけ乖離するのかと言われ続けて、正直人間や

っぱり甘くなるというか。事業計画との乖離だけで職員が暗くなるんですよね。先ほど

も病棟の顔の話がありましたけれども。やはり、計画を達成したい、まあマイナスの計

画ですけれども、そういう気持ちがあります。今回も平成２８年度の計画が出ましたけ

れども、指定管理者、生駒市さん、議会があって、近隣の医療機関、もちろん医師会も

あって、市民の代表の方も集まって。これだけの力を合わせたら日本全国どこの病院に

も負けないような病院になっていくと思うんです。去年１年はしんどいだけの１年でし

た。マイナスに働かないように、これだけのみんなの力があればどこにも負けないよう

な病院になるはずです。それをぜひお願いしたいなと思います。 

【小紫会長】 議論が盛り上がってきたところですが、１６時まであと５分となりました。

先ほどの３ページ一番下の部分ですね。単年度単年度はこんな感じでやっていきたいな

ということでご説明させていただいてご議論もいただきましたけれども、３年に一度と

いうような中期的な見直しについて、事務局からご説明していただいてよろしいですか。 

【事務局(市)】 資料３ページ目一番下、「病院事業計画との関係」ということで、条例

で病院事業計画は概ね３年に１回見直すこととしており、３年に一度、実施状況調査に
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合わせて、「医療需要調査」ということで、市立病院だけの要因ではなく、周りの医療

需要とか、医療の充足度、患者さんの動きも大きく変わっている可能性もありますので、

そういった外部的な要因の調査を行います。それによって環境の変化も把握したうえで、

その計画の見直しに入りたいと考えています。検討の結果、病院事業計画そのものを見

直す必要があるかなという場合には、市から病院事業推進委員会へ計画の案を諮問をさ

せていただきます。当然、計画が見直された場合には翌年度は、その新しい計画に基づ

いた年度の事業計画によって運営をしていくということで考えております。以上です。 

【小紫会長】 今の説明も含めまして協議事項５の部分ですね、平成２８年度の事業計画

とかの見直しや、来年度以降の策定の仕方、実施状況調査の話もありましたけれども、

まとめて何かご質問等ございますでしょうか。 

【成田会員】 前回の協議会でありましたが、生駒市民の中で市内で受け入れている数と、

市外に行ってしまっている数の調査は進んでいるんでしょうか。また、救急の市内受け

入れ率をずっと出していただけると、推移が分かりますし、４月５月で人数が減ってい

ても、受け入れ率としては上がっているかもしれないので、全体を見るために出してい

ただけたらと思うんですけれども。  

【山上会員】 ちょっと申し上げさせてもらいます。確か、市の救急の方は７３％か７４％

ぐらいの外科系１次２次、内科系２次の受け入れはできている、救急車の場合はですね。

確か市立病院さんは９割ぐらい、救急車の要請の件数は少ないと思いますけれども受け

ておられる。足せば、当然市立病院ができるまでに比べて受け入れ率は上がっていると

言えると思います。市民の皆さんが１００％にするべきとおっしゃるのは重々分かって

いるんですけれども、医療資源も限りがありますし。先ほどの大阪の件についても、生

駒は地理的に大阪に近いですので、今後もお世話になることがなくなることはないと思

いますし、私の患者さんでも別に大阪に行くことに抵抗のない方もおられます。奈良の

遠い所よりは近いですので。おそらくなくなることはないと思いますので、ご理解をい

ただきたいと思います。受診率については知らないので。 

【小紫会長】 いますぐに分かるなら。分からなければ次回以降、定期的な報告の中に、

救急の話とかも、市民方の関心も高いところですので、入れていただければ。作ってい

る資料があると思うので。そういう対応をさせていただきたいと思います。それでは、

そろそろ時間ですけれども。 

【藤堂会員】 すみません。先ほどはちょっと厳しいことを申し上げましたけれども、生

駒市の自治連合会の中では、やはりせっかくできた市立病院ですので、みんなで育てて

いきたいという思いを持っておりますので、それだけ申し添えさせていただきます。 

【小紫会長】 ありがとうございます。先ほど申し上げた事業計画書の策定のプロセスで

ありますとか、その中身についてこういう方向で今後見直していきたいとか、第三者的

な状況調査も含めてというところで、そういう進め方でやらせていただくことにつきま

しては特にご意見、ご異論ございませんでしょうか。 
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（意見なし）  

【小紫会長】 ありがとうございます。それでは特にご意見ないようですので、方向性と

しては先ほどご説明させていただいたようなことで進めさせていただきますが、具体的

にはそれを踏まえて、平成２８年度の計画をどんな内容にしていくのかとか、平成２９

年度に向けた、平成２８年度の事業報告書のとりまとめ、分析評価ですね、そういった

具体的なものを見ていただいてご議論いただくというのが今後出てくるかと思います。

概ねこういう方向で進めさせていただくということにつきましては、一定のご理解をい

ただいたということで進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  それでは、最後に全般を通じて何かご意見ございましたら。では、事務局からサマー

フェスタの告知がありますので、お願いします。 

【事務局(指定管理者)】 去年も行ったんですけれども、サマーフェスタと言って、病院

祭というか健康祭というか、病院へ足を運んでいただいて、中を見ていただくという催

しです。今回は８月２０日の土曜日になりますけれども、医療講演も含めてさせていた

だきます。ＮＰＯ法人生駒の地域医療を育てる会と共催の親子見学会も併せて行います。

いまどんどん中身を詰めていっていますので、こういう機会に病院を訪れていただきま

すようにお願いいたします。 

【小紫会長】 ありがとうございます。まさに市立病院のこと、また市立病院に限らず生

駒の医療のことをいろいろ知っていただくいい機会かと思いますので是非ご参加いただ

けたらと思います。 

 それでは、事務局に返せばよろしいですかね。 

【事務局(市)】 すみません。次回の開催でございますけれども、１０月ごろを予定して

おります。また開催日程等につきましては調整を事務局の方からさせていただきたいと

思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。以上です。 

【小紫会長】 １０月には、いま少し話がありました、平成２８年度の事業計画書の改善

されたものとかそういう案とかいうものが出るということになるんでしょうか。これか

ら詳細は決まるんですかね。 

【事務局(市)】 次回の日程については、また改めてご連絡させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

【小紫会長】 一応基本は年３回ということで、６月と１０月と２月ごろということです

が先ほど申し上げたようなことで病院事業計画の改善・見直しということもありますの

で、次回の開催日程についてはもう一度事務局の中で整理させていただいて改めてご連

絡させていただきます。またお忙しい時間を余分に頂戴することがあるかもしれません

が何卒よろしくお願いいたします。 

 それでは、第３回の管理運営協議会を終了させていただきます。本当にいろんなご意

見をいただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。ありがと
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うございました。 


